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注意事項 

 １．試験監督者の指示があるまでは、この問題冊子は開かないでください。 

 ２．この問題冊子は表紙のほかに６ページあります。 

 ３．問題は１題３問あります。 

 ４．解答用紙は１枚あります。 

 ５．解答用紙には氏名及び受験番号の記入欄があります。試験監督者の指示に従い、記

入欄（氏名、受験番号各々１箇所）に記入してください。 

 ６．解答は解答用紙の所定の箇所に記入してください。 

 ７．解答用紙は横書きです。 

 ８．数字は１マスに１字ずつ記入してください。たとえば、１０は２マスを使って記入

してください。 

 ９．解答用紙の裏面には記入しないでください。 

 10．下書き用紙は１枚あります。 

 11．解答時間は９０分です。 

 12．試験終了後、問題冊子と下書き用紙は持ち帰ってください。 
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以下の資料を読んで後の問に答えなさい。 

なお、資料Ａは『虚構新聞』からの引用である。『虚構新聞』は、実際にありそうで実は

存在しないネタをニュースとして掲載しているインターネット上のサイトであり、ウェブ

ページ冒頭には「当サイトは現実のニュースをパロディにした風刺・皮肉が開設の目的で

あり、この記事を通じて元ネタである世の諸事象に関心を抱いていただきたいと思ってお

ります。当然のことながら、弊社が取り上げるニュースはすべて虚構のものであり、現実

の人物・事件・団体とは関係ありません。」と記されている。 

 
資料Ａ 

 
電力ひっ迫でも視聴可 ローセンス、「テレビ付きエアコン」初披露  

  

 
テレビチューナー内蔵エアコン「パラサイトエアー」 

 
 観測史上最速の梅雨明け宣言が全国各地で相次いだ今夏、酷暑によって電力需給がひっ

迫しても、涼みながらテレビ番組が見られるテレビチューナー内蔵エアコンが、東京都内

で開催中の家電展示会にお目見えした。 
 テレビ付きエアコン「Ｐａｒａｓｉｔｅ Ａｉｒ（パラサイトエアー）」を発表したの

は、家電メーカーのローセンス。これまでデッドスペースとされてきた本体前面のパネル

部分に２０インチ有機ＥＬディスプレイとスピーカーをはめ込んだ。 
 
「電力がひっ迫しても見られるテレビを作れないか」 

 
 エアコンにテレビ機能を統合するきっかけは、ある放送局の役員から持ちかけられた、

苦笑まじりの相談だった。 
 政府は６月末、「電力需給ひっ迫注意報」を７年ぶりに発令。各家庭や企業に対して節

電への協力を求める一方、熱中症を防ぐために冷房は適宜使用する「無理のない節電」を

呼びかけた。 
 視聴者に節電を呼びかける報道番組も、スタジオの照明を暗くしたり、エアコンの設定

温度を上げたりして協力姿勢を見せた。しかしネット上では「テレビの電源を切って番組

を見ないことが最大の節電」「無駄な番組を減らせばいい」など厳しい指摘が相次ぎ、そ

※著作権の関係により掲載できません。 
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れを言及しない放送局の欺瞞（ぎまん）もあらわになった。 
 放送局の相談を受けた同社の開発担当者が思いついたのが、夏を過ごすのに必要不可欠

なエアコンと、夏を過ごすのに不必要可欠なテレビを一つの家電として統合するアイデア

だった。テレビを消すと同時にエアコンも止まるパラサイトエアーは、電力がひっ迫して

も視聴を呼びかけられる、放送局にとって免罪符のような製品だ。 
 製品名の「パラサイト」は、寄生を意味する。カタツムリの触覚に寄生して、カタツム

リ本体を乗っ取る寄生虫から製品の着想を得たことにちなんだ。 
 
「寄生虫の生存戦略は、テレビの生存戦略にも当てはまるのではないか」 

 
 開発担当者は白物家電とテレビの関係を、宿主と寄生虫の関係になぞらえる。 
 インターネット動画サービスの普及や番組が見られない「チューナーレステレビ」の人

気など、節電とは関係なくテレビ離れは着実に進む。同社では今後、チューナー付き炊飯

器、洗濯機、冷蔵庫など寄生型テレビの開発を進める考えだ。 
（虚構新聞社「Kyoko Shimbun 2022.07.29 News 電力ひっ迫でも視聴可 ローセンス、

『テレビ付きエアコン』初披露」より）※本文は出題上の都合により一部改変している。 
 
 
資料Ｂ 

 
テレビを買ってくれないなら、一切しゃべらない。だんまり戦術だ。 
 小津安二郎監督の映画「お早よう」は、新興の住宅地に住む兄弟と、その両親の駆け引

きをコミカルに描く。1959 年の公開だ。 
 劇中、兄の方は初歩の英語を音読している。13 歳とすれば現在は 70 代半ば。テレビほ

しさに、子ども時分、同様の策を弄した方もいるかもしれない。 
 テレビの本放送は 53 年 2 月の NHK が最初で、同年 8 月には日本テレビが後を追った。

来年で古希を迎える。 
 この歳月、テレビは私たちの暮らしに、例えようのない影響をもたらしてきた。数多く

の論点があり、1 度では語り尽くせぬが、家族の姿の変貌とのかかわりから、少し考えて

みたい。 
 ちなみに映画公開の前年、58 年の家庭への白黒テレビ普及率は約 10%。59 年 4 月は当

時の皇太子さま（現在の上皇さま）のご成婚もあって、普及率は 23.6%までアップしてい

る。数字は 68 年の 96.4%でピークを打ち、この後、主役はカラーテレビに。こちらは、

76 年に約 94%に達した。 
 しかし、その一方、ブラウン管に向き合っていた家族の人数は、どんどん減少する。59
年の 4.68 人が、76 年には 3.31 人となった。 
 核家族化の急速な進展である。その背景のひとつは、高度に発展しつつあった産業社会

に、その形態と人数がマッチしていたからとされる。 
 ここで京都大の菊地暁・助教の最近の著書「民俗学入門」（岩波新書）から、知見をお

借りしてみたい。 
 同書によると、前近代、全ての営みはイエを拠点に行われた。労働するのもイエ、その

果実を消費するのも、次代の労働力として子どもを教え育てるのもイエであった。 
 ところが、近代という時代は、効率性の追求といった観点から、経済や社会の諸活動を

※著作権の関係により掲載できません。 
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異なる時空間に機能分化させずにおかない。 
 労働は会社や工場で夫が行い、子どもは専門家から学校という場で教育を受けることに

なった。そして、家庭は妻が夫を支え、子をいつくしむ場であると同時に、消費活動のセ

ンターとなったのである。マイホームやマイカーを頂点に、家電製品、旅行などのレジャ

ーにお金が注がれてきたわけだ。 
 菊地助教は、こう分析する。「企業にとって家庭が模範的消費者として期待されたこと

は疑い得ない。近代家族はマーケティングのど真ん中に位置付けられていたのだ」 
 高度成長期にかけ、テレビは、きらびやかな消費社会への窓となって、家族の視線をく

ぎ付けにし続けた。CM はもちろん、番組に登場する男女の言動、さらには歌やショーを

通じ、それぞれの核家族に均質な欲望を植え付け、テレビ流の共通認識と、それに伴う行

動様式を促した。 
 テレビ草創期から 20年超、第一線で活躍したプロデューサー、井原高忠は第 1回の「24
時間テレビ」（78 年、日本テレビ）の折、びん入りの小銭を持って会場へ続々集まった子

どもらを見て「テレビの恐ろしさ」を感じたという。 
 放送が始まり 36 年、平成の世となってまもなく、1 世帯あたりのテレビ保有台数は 2 台

を超えた。お茶の間での神通力が失（う）せるなか、やがてインターネット時代が待って

いたのである。 
 いまや、テレビ番組はネットを通じても配信され、ウェブ上の膨大なコンテンツのワ

ン・オブ・ゼムとなって、のみ込まれつつある。地上波放送が映らないチューナーレス・

テレビの発売は象徴的な出来事だろう。 
 スマホなどのデバイス（端末）で好みの動画を見て、時には発信もし、アルゴリズム

注

に導かれて、お好みの巣穴におさまっていくのが、多くの人の日常であるまいか。もはや、

デバイスは人間の器官のごとく、体から分離できない存在となった。視聴者（デバイス利

用者）の好みは、精緻に分析され、電脳空間を瞬時にかけめぐる。 
 単身世帯が主流となる変化のなかで、テレビがかつて醸した均質な欲望も、緩やかな共

通認識も存在しにくい世界を私たちは生きている。これを「分断」と呼ぶ人がいるかもし

れない。 
 太古の恐竜のように大地を支配したテレビは、その巨体と圧倒的な強さゆえに、環境や

生態系の変化に身もだえしているように思える。 
 16～19 歳の半数は「ほぼテレビを見ない」との最近の調査もある。彼らに冒頭の小津映

画の感想を聞いてみたい。 
（毛糠秀樹「古希を迎えるテレビはどこへ」『日本経済新聞』2022 年 8 月 14 日付より） 
 
注 アルゴリズム＝ある特定の問題を解いたり、課題を解決したりするための計算手順や

処理手順のこと。 
 
 
 
 
 
 
 
 

※著作権の関係により掲載できません。 
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資料Ｃ 

 
上記の資料をもとに国立社会保障・人口問題研究所が作成  
https://www.ipss.go.jp/site-ad/TopPageData/2020.png  
 
資料Ｄ 

 
NHK 放送文化研究所（2021）「2020 年 国民生活時間調査」 
https://www.nhk.or.jp/bunken/research/yoron/pdf/20210521_1.pdf 
 
 
 

※著作権の関係により掲載できません。 

※著作権の関係により掲載できません。 
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資料Ｅ 

 

 
NHK 放送文化研究所（2021）「2020 年 国民生活時間調査」 
https://www.nhk.or.jp/bunken/research/yoron/pdf/20210521_1.pdf 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※著作権の関係により掲載できません。 
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問題 

 

問１ 資料 A は、どのようなことがらを風刺しているか。200 字以内で述べなさい。 

 

問２ 資料 B、資料 C、資料 D、資料 E を適宜参考にして、パラサイトエアーの発売につ

いて 800 文字以内（最低字数 640 字以上）であなたの考えを論じなさい。  
 


